
学校長先生
音楽ご担当先生

　弊社発行の「MOUSA １（音Ⅰ 027-901）」並びに教授資料「指導用 CD」につきまして、下記の訂正がございます。先生方、
生徒の皆さま、保護者の方々にご迷惑をおかけいたしますこと、深くお詫び申し上げます。
　誠に恐縮ではございますが、当該箇所につきましてご指導の際にご留意いただきますようお願い申し上げます。
　令和９年度分の教科書につきましては、訂正したものをお届けいたします。
　指導用 CD 収録の該当音源につきましては、正しい音源をウェブページで公開いたします。
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1（拍）

（上音のウキ）

（上音）
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（上音）

（中音のウキ）

（中音）
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ま あウ
あ アそ び の か かず ず にず

も
つそ の オ き の い

イ
イ

びろ
と は

なオ

やオ
さ ん ちア うの そ にら ま たご

んア し
ま ん イん

ンにょ
のオ か と

オ
げ ア

な
りが

ん

え ア

ア
ご

ン
ん

ま

ん

こ
ど

く
ウ

じょ じゅオ

が

フシや詞章、謡い方は演者によって少しずつ違いがある。
●“東遊の数々に”の部分は繰り返して謡う。
●�ヨワ吟では、「中

ちゅう

音
おん

」と呼ばれる音を中心として音程の枠組みが決められている。「上
じょう

音
おん

」は中音の完全４度上
の音で、「上音のウキ」「中音のウキ」は、上音及び中音のおよそ長２度上の音である。
●�カタカナで書かれている母音は「生み字（産み字）」と呼ばれる。音高が変わる際などに生み字を意識して謡う。

ヨワ吟で謡おう　−能《羽
は

衣
ごろも

》から−  

東
遊
の
さ
ま
ざ
ま
な
曲
を
舞
う
う
ち
に
、「
月

の
色
人
」と
も
呼
ば
れ
る
美
し
い
天
人
は
、

十
五
夜
の
月
が
輝
く
空
に
舞
い
上
が
り
、
人
の

心
の
迷
い
を
晴
ら
す
よ
う
な
満
月
の
光
と
と
も

に
地
上
を
照
ら
し
、
全
て
の
人
を
救
お
う
と
い

う
仏
の
誓
願
が
円
満
に
達
成
さ
れ
、
国
土
が
繁

栄
す
る
よ
う
に

※�

東
遊
…
雅が

楽が
く

と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
宮
中

や
神
社
の
儀
式
で
行
わ
れ
る
歌
舞

東あ
ず
ま

遊あ
そ
び

の
数
々
に

　東
遊
の
数
々
に

そ
の
名
も
月
の

　色い
ろ

人び
と

は

三さ
ん

五ご

夜や

中ち
う

の
　空
に
又ま

た

満ま
ん

願が
ん

真し
ん

如に
ょ

の
影か

げ

と
な
り

御ご

願が
ん

円え
ん

満ま
ん

　國こ
く

土ど

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

この詞章部分は、七五調の韻
いん

文
ぶん

になっており、「キリ」と呼ばれる
曲の最後で、「地

じ

謡
うたい

」によってヨワ吟で謡われる。ヨワ吟は、優美、
風雅、温和、哀愁などの趣を表現する場面で用いられる。物語の舞台となった三保の松原

《
羽
衣
》作者不

詳

　『丹
たん

後
ごの

国
くに

風
ふ

土
ど

記
き

』などに
みられる羽衣伝説を題材
にしており、天

てん

人
にん

と人間
との交流を通して天界の
清らかさを描いた演目で
ある。

駿
する
河
がの
国
くに
（静岡県）三

み
保
ほ
の松原に住む漁師の白

はく
龍
りょう
（ワキ）は、

松の木に掛かった美しい衣を見つけ、それを持ち帰ろうとする。そこ
へ天人（シテ）が現れ、「衣がないと天界に戻ることができない」と嘆き
悲しむ。その様子を見た白龍は、「衣を返すかわりに天界の舞を見たい」
と頼む。天人は舞を見せると、三保の松原から富士の高

たか
嶺
ね
にと舞い上

がり、霞
かすみ
に紛れて天界へ帰っていく。ここで取り上げる詞章部分は、

天人が白龍に舞を披露しつつ天界へ帰っていく場面である。

あらすじ

詞
章

意
味

◉柔らかい息遣いで抑揚を付けて謡おう。
櫻
さくら

井
い

�寛
ひろし

�楽譜構成〈謡い方のイメージを表した譜〉
天人：武

たけ

田
だ

崇
たか

史
ふみ
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高等学校 「MOUSA １（音Ⅰ 027-901）」教授資料「指導用 CD」
DISC-2（指導用 CD ②／ GES-16166）
トラック５《Les Champs-Élysées（オー・シャンゼリゼ）》朗読（リズム読み）

箇所 訂正前 訂正後 理由
０分21秒

付近
MOUSA1    P.78
11 小節３〜４拍目の表記と
リズムをそろえるため

　正しい音源は下記ページで再生できます。
　http://textbook.kyogei.co.jp/hs/r8_m1/p78/cdre/

高等学校 「MOUSA1（音Ⅰ 027-901）」
69 頁

87 頁

起源と発展

　能は、室町時代初期に、観
かん

阿
あ

弥
み

、世
ぜ

阿
あ

弥
み

親子によって基
本的な形が整えられた。時々の権力者の庇

ひ

護
ご

を受けて伝承
され、江戸時代には幕府の式

しき

楽
がく

（儀式における音楽や舞踊）
としても用いられた。

表現の特徴
　能では、主役の「シテ」と、その相手役の「ワキ」などが
謡
うたい

や演技、舞で表現する。シテはほとんどの演目で面
おもて

（能面）
をかけて演じる。地

じ

謡
うたい

と、笛（能管）・小
こ

鼓
つづみ

・大
おお

鼓
つづみ

・太
たい

鼓
こ

によ
る囃
はや

子
し

を伴う。

▲

能の主な演目........................

《敦
あつ

盛
もり

》《俊
しゅん

寛
かん

》《石
しゃっ

橋
きょう

》《安
あ

宅
たか

》

▲

狂言の主な演目...................

《附
ぶ

子
す

》《棒
ぼう

縛
しばり

》《釣
つり

狐
ぎつね

》

起源と発展

　太
た

夫
ゆう

、三
しゃ

味
み

線
せん

、人形が一体となって物語を表現する文楽
は、1684年に竹

たけ

本
もと

義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

が「竹本座」という人形浄
じょう

瑠
る

璃
り

の
劇場を創設したことから始まる。竹本の語る義太夫節と近

ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

の時流を捉えた脚本により竹本座は庶民の絶大
な人気を集めたが、やがて低迷する。19世紀初めに初代
植
うえ

村
むら

文
ぶん

楽
らく

軒
けん

が大
おお

坂
さか

（大阪）に芝居小屋を開き、以後、その子
孫たちの活躍で人形浄瑠璃は活気を取り戻した。「文楽」の
名称は、彼らの経営した劇場名「文楽座」から取られている。

表現の特徴
　太夫と呼ばれる語り手と太

ふと

棹
ざお

三味線の弾き手が、物語の
進行、場面の様子、心情などを表現する義太夫節を演奏す
る。また人形は、通常３人で１体の人形を操作する「三人
遣
づか

い」により、人形とは思えないほどの生き生きとした表
情や動きを見せる。

▲

主な演目...........................................................................................................

《平
へい

家
け

女
にょ

護
ごの

島
しま

》《曽
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

》《冥
めい

途
ど

の飛
ひ

脚
きゃく

》《一
いちの

谷
たに

嫰
ふたば

軍
ぐん

記
き

》《義経千本桜》

▲

主な演目...............................................................................................

《平家女護島》《義経千本桜》《仮
か

名
な

手
で

本
ほん

忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

》《京
きょう

鹿
がの

子
こ

娘
むすめ

道
どう

成
じょう

寺
じ

》《勧
かん

進
じん

帳
ちょう

》《青
あお

砥
と

稿
ぞうし

花
はなの

紅
にしき

彩画
え

（白
しら

浪
なみ

五
ご

人
にん

男
おとこ

）》《連
れん

獅
じ

子
し

》

能《石橋》

白
しろ

獅
じ

子
し

：武
たけ

田
だ

文
ふみ

志
ゆき

　赤獅子：武田宗
むね

典
のり

文楽《義
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役者の家には、成
なり

田
た

屋（市川團
だん

十
じゅう

郎
ろう

、市川海
え

老
び

蔵
ぞう

）、音
おと

羽
わ

屋（尾
おのえ

上菊
きく

五
ご

郎
ろう

、

尾上菊
きく

之
の

助
すけ

）、中
なか

村
むら

屋（中村勘
かん

三
ざぶ

郎
ろう

、中村勘
かん

九
く

郎
ろう

）など、それぞれに代々伝

わる屋
や

号
ごう

がある。贔
ひいき

屓の役者に、これらの屋号で掛け声をかける観客もいる。

起源と発展

　1603年に出
いずも

雲のお国
くに

が興行した「かぶき踊
おどり

」が起源とい
われる。それがしだいに劇としての要素を兼ね備えるよう
になり、時々の流行や他の芸能の要素を巧みに取り入れな
がら発展し、庶民の娯楽として江戸時代に隆盛を極めた。

表現の特徴
　男性のみで演じられ、成人男性の「立

たち

役
やく

」や女性役の「女
おんな

方
がた

（女形）」などが、せりふや演技、舞で表現する。演目によっ
て「隈

くま

取
どり

」という化粧が施
ほどこ

されたり、「見
み

得
え

」などの演技で独
特の表情がつくられたりする。長

なが

唄
うた

、義太夫節、常
ときわ

磐津
づ

節、
清
きよ

元
もと

節などさまざまな音楽が用いられる。効果音や背景音
楽などは「黒

くろ

御
み

簾
す

」と呼ばれる小部屋の中で演奏される。
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　狂言は、風刺のきいたせりふを中心とする劇で、能と能の間に演じられる「本狂言」

と、能の中で狂言方が演じる「間
あい

狂言」がある。能と狂言を総称して「能
のう

楽
がく

」と呼ぶ。

能舞台6ページ

狂言に
ついて
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※二次元コード部分をタップ（クリック）すると、
　ページが開きます。
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